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大阪行岡医療大学 履修規程 

 

（趣旨） 

第 1条 この規程は、学則第 25条の 2の規定に基づき、本学において開設する授業科目

の履修に関し必要な事項を定めるものとする。 

（授業科目の区分） 

第 2条 授業科目は、教養教育科目、専門基礎科目、専門科目で構成する。 

2 各授業科目を必修科目及び選択科目に分け、各年次に配当して編成する。 

3 授業科目、単位数及び履修の要件等は、別表（教育課程等の概要）のとおりとする。 

（必修・選択科目の区分） 

第 3条 授業科目は、必修科目、選択科目に区別する。 

2 必修科目は、必ず履修しなければならない。 

3 選択科目は、任意に選択して履修することができる。 

（授業の方法） 

第4条 授業の方法は、講義、演習及び実験・実習若しくは実技のいずれかにより又はこれ

らの併用により行うものとする。 

2 大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを

高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

3 大学は、第一項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合

についても、同様とする。 

4 大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第一項の授業の一部を、校舎及び

附属施設以外の場所で行うことができる。 

（単位制度） 

第 5条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間

外に必要な学修等を考慮して、次の各号の基準により計算するものとする。 

(1) 講義科目については、15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習科目については、30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実験・実習科目については、45時間の授業をもって 1単位とする。 

(4) 臨床実習については 40から 45時間の実習をもって 1単位とする。 

2 授業時間は、90分の授業を「2時間」とみなす。 

（履修登録） 

第 6条 学生は、その年度に履修しようとする全ての授業科目を所定の期日までに履修登

録しなければならない。 

2 所定の履修登録期日以降は、原則として履修登録を認めない。ただし、登録遅延の理由

についてやむを得ない事情があると認めた場合に限り、履修登録を認めることがある。 

3 前項ただし書きの場合でも、当該授業科目の全授業日数の 3分の 1を経過したときは
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認めることができない。 

（履修登録単位数の上限） 

第 7条 学生が各年次において履修できる単位数は、別表の履修方法欄のとおりとする。 

2 学長が特に認めた場合、前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることがある。 

（履修未登録科目の無効） 

第 8条 履修登録していない授業科目は、受講して試験を受けても無効とする。 

（履修登録後の科目登録変更） 

第 9条 履修登録は、各年度の所定期日以後の追加又は変更は、原則として認めない。 

（履修登録の配当年次制限） 

第 10条 上級年次に配当されている授業科目を、下級年次の学生が履修することはでき

ない。 

（履修） 

第 11条 履修に際して、次の要件を設ける。 

（1）必修の未修得科目は、次年度に再履修しなければならない。 

（2）「臨床評価実習」を履修するにあたり、「臨床体験実習」を修得しておかなければな

らない。「臨床総合実習」を履修するにあたり、3年次までの全必修科目 96単位を修得し

ておかなければならない。 

（授業科目の受講定員） 

第 12条 指定した授業科目に限り、受講定員を設ける場合がある。 

（単位の認定） 

第 13条 履修登録科目の単位認定は、試験またはレポートによって行う。 

（1） 試験については、別に定める。ただし、演習及び実験・実習科目については、平

素の出席状況や実習状況を考慮して認定することがある。 

（2） 修得した単位の取り消しは認めない。 

（3） 出席不良の場合は、その科目を不可とすることがある。 

（4） 成績表の配布日時は、原則として試験の実施日時を公示する際にあわせて公示す

るものとする。 

（試験の種類） 

第 13条の 2 試験は定期試験、追試験及び再試験がある。 

 2 定期試験は前期及び後期の各学期末に行う。 

 3  定期試験を受験するには、当該授業科目の 2/3以上の出席を要する。 

（追試験） 

第 13条の 3 追試験は、定期試験を次の各号のいずれかの理由により受験できなかった 

 場合に、本人からの申請により許可を得た者について行う。 

(1)  学校保健安全法等の法令により、出席が停止されている者 

(2)  病気または事故により欠席した者 

(3)  1親等及び 2親等の親族並びに配偶者の死亡により欠席した者 

ア 1親等の親族及び配偶者の場合 7日以内 
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イ 2親等の親族の場合      5日以内 

(4)  1親等の親族の危篤により欠席した者 

(5)  罹災のために欠席した者 

(6)  交通機関の事故等による者 

(7)  その他、正当な理由であると教務委員会で認められた者 

 2 追試験を受けようとする者は、受験できなかった授業科目の試験日を含め４日以内 

に、次の各号に掲げる書類を添えて申請しなければならない。 

 (1) 医師の診断書 

 (2) 死亡に関する公的証明書または会葬状 

 (3) 罹災を証明する書類 

 (4) 交通機関の遅延証明書 

 (5) その他、理由を証明する書類 

 3 追試験の成績は、最高点を 100点とし、60点未満を不合格とする。 

 4 追試験の再試験及び追試験は行わない。 

（再試験） 

第 13条の 4 再試験は、定期試験で不合格になった科目について、申請により許可を得  

 た者について行う。 

 2 実習科目の再試験は行わない 

 3 当該科目の再試験は開講する前期または後期内に行う 

 4 再試験の成績は、最高点を 60点とし、60点未満を不合格とする。 

（成績の評価） 

第 14条 試験等の評価は、A（100点〜90点 、GP：4.3）、B（89点〜80点 、GP：4）、C

（79点〜70点 、GP：3）、D（69点〜60点 、GP：2）、E（59点〜50点 、GP：1）、F

（49点〜0点 、GP：0）とし、A、B、C、Dを合格として単位の修得を認め、E、Fは認

めない。再履修生の成績評価も同様とする。 

（成績に関する異議申立） 

第 15条 成績表の記載事項に疑義のある場合は、成績表配布の日から 7日間以内に速や

かに事務局へ申し出るものとする。 

（既修得単位の認定） 

第 16条 学生が入学する前に大学、専門職大学又３は短期大学において履修した授業科

目について修得した単位（科目等履修生により修得した単位を含む。）、教育上有益と認

められるときは、60単位を超えない範囲で本学の単位として認定することがある。 

2 教育上有益と認められるときは、大学以外の教育施設等における学修を、前項により

修得したものとみなした単位数と合わせて 60単位を超えない範囲で本学の単位として

認定することがある。 

3 認定を希望する場合は、入学年度の履修登録提出日までに事務局に申し出なければな

らない。 

（卒業見込証明書の発行） 
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第 17条 3年次末における修得単位数と 4年次履修登録単位数の上限の合計が、卒業資

格単位数を満たしている者には、卒業見込証明書を発行する。 

（卒業の認定） 

第 18条 本学に 4年以上在学し、授業科目の区分ごとに定める最低履修単位数を満た

し、126単位を修得した者には、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

（改廃） 

第 19条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長が行う。 

 

附則 この規程は、平成 24年 4月 1日から施行する。 

附則 

1 この規程は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

2 この規定の改正は平成 28年度入学者より適用する。但し、平成 27年度以前入学者 

は従前の規程を適用する。 

附則 この規程は、令和 2年 4月 1日から施行する。但し、平成 31年度以前入学者は、 

従前の規定を適用する。 

附則 この規程は、令和 6年 12月 4日から施行し、令和 7年 4月 1日から適用する。 
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